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	(1)　自動車の警音器は、警報音を発生することにより他の交通に警告することができ、かつ、その警報音が他の交通を妨げないも
	①　警音器の音の大きさ（２以上の警音器が連動して音を発する場合は、その和）は、自動車の前方７mの位置において112dB以
	②　警音器は、サイレン又は鐘でないこと。
	(2)　音の大きさが(1)①に規定する範囲内にないおそれがあるときは、騒音計等を用いて次により計測するものとする。（細目
	①　騒音計等は、使用開始前に十分暖機し、暖機後に校正を行う。
	②　マイクロホンは、車両中心線上の自動車の前端から７mの位置の地上0.5mから1.5mの高さにおける音の大きさが最大とな
	③　聴感補正回路はＡ特性とする。
	④　原動機は、停止した状態とする。
	⑤　計測場所は、概ね平坦で、周囲からの反射音による影響を受けない場所とする。
	⑥　計測値の取扱いは、次のとおりとする。
	①　音が自動的に断続するもの
	②　音の大きさ又は音色が自動的に変化するもの
	③　運転者が運転者席において、音の大きさ又は音色を容易に変化させることができるもの



